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女
子
学
生
の
支
援
強
化

保
護
者
会
春
季
役
員
会
／
大
学
説
明
会
開
催

日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
／
経
大
祭・興
動
祭
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
就
職
支
援
の
現
況
／
公
開
講
座
／
教
養
特
別
講
義

平
成
27
年
度
学
生
募
集
要
項

は
、
４
月
４
日
か
ら
４
月
９
日

の
日
程
で
実
施
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
１
年
次
の
必
修
科
目

で
あ
る
「
入
門
ゼ
ミ
」
の
第
１

回
の
授
業
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
、
１
泊
２
日
の
日
程
を
学

科
・
ゼ
ミ
ご
と
で
過
ご
す
も
の

で
あ
る
。場
所
は「
国

立
江
田
島
青
少
年
交

流
の
家
」。
今
年
度

は
新
入
生
６
６
３
名

の
う
ち
６
５
１
名

と
教
職
員
85
名
、
計

７
３
６
名
が
参
加
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
時
間

を
仲
間
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
で
名
前
を

覚
え
、
出
身
地
を
知

り
、
共
通
の
趣
味
が

見
つ
か
り
、
次
第
に

笑
顔
、
笑
い
声
が
増

え
て
い
く
。
帰
る
頃
に
は
「
仲

良
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
、
も

う
１
泊
し
た
い
」
と
声
が
上
が

る
ほ
ど
だ
。

　

大
学
に
入
学
し
た
翌
日
よ

り
、
各
種
テ
ス
ト
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
、
慌
た
だ
し
く
肩
に
力

が
入
る
行
事
ば
か
り
だ
が
、
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
が
少
し
だ
け
か
け

離
れ
た
、
ひ
と
時
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
感
を
も
た
ら
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
年
度
は
比
較
的
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
ど
の
学
科
も
明
る
い

雰
囲
気
で
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
カ
ッ

　

平
成
28
年
９
月
、
学
生
が
互
い
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う
学
び
の
塔
「
明め
い
と
く
か
ん

徳
館
」
が
誕
生
す
る
。
本
学
で

は
、
こ
う
し
た
施
設
・
設
備
の
拡
充
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度
入
試
か
ら
の
合
格
ラ
イ
ン
の
大
幅
引
き
上
げ
や
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
学
生
が
意
欲
的
に
学
習
や
課
外
活
動
に
取
り
組
め
る
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

―

学
生
た
ち
の
緊
張
と
硬
い
表

情
が
、
時
の
経
過
に
つ
れ
て
和

ら
い
で
い
く―

　

入
学
式
か
ら
数
日
の
う
ち
に

実
施
す
る
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

は
、
学
生
た
ち
の
表
情
・
気
持

ち
の
変
化
が
如
実
に
表
れ
る
２

日
間
だ
。
学
生
た
ち
は
、
カ
ッ

タ
ー
研
修
や
運
動
会
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
人
と
の
協
力
を

重
視
し
た
活
動
）
な
ど
を
通
し

て
ゼ
ミ
の
仲
間
・
教
職
員
と
の

親
睦
を
深
め
、
良
好
な
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　

今
年
度
の
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

と
進
行
し
て
い
る
。
今
年
度
秋

ご
ろ
か
ら
、
現
４
号
館
と
５
号

館
の
解
体
を
開
始
し
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
本
格
的
に
「
明
徳

館
」
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
だ
。

　

地
下
１
階
、
地
上
10
階
建
て

を
予
定
し
て
い
る
施
設
内
部
の

構
想
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体

的
な
姿
が
見
え
て
き
た
。

  

学
生
の
自
由
な

  
交
流
の
場

　

１
～
５
階
は
、
授
業
の
空

き
時
間
な
ど
に
学
生
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
「
交
流
・
談

話
」
の
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
い
る
。

　

１
階
は
広
々
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
企
業
を
招
い
て
行
う
就

職
セ
ミ
ナ
ー
や
学
生
の
活
動

発
表
、
保
護
者
向
け
ガ
イ
ダ

ン
ス
な
ど
多
様
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
平
常

時
は
、
学
生
が
自
由
に
使
用

で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
開

放
さ
れ
る
。

　

２
～
４
階
は
、
授
業
の
予

習
・
復
習
な
ど
の
勉
強
や
、

学
生
同
士
の
談
話
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
利
用
で
き
る
「
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
コ
モ
ン
ズ

（
仮
称
）」
を
設
置
予
定
。
学

生
が
絶
え
ず
行
き
交
う
集
い

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
。

　

５
階
は
心
地
よ
く
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
空
間
と
し
、
カ

フ
ェ
を
設
置
予
定
。
ラ
ン
チ

　

今
秋
よ
り

　

工
事
開
始

　

平
成
28
年
９
月
竣
工
予
定
の

「
明
徳
館
」の
建
設
計
画
が
着
々

式
の
机
と
イ
ス
を
並
べ
、

学
生
た
ち
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
し
や
す
い
形
態
を

自
由
に
創
造
で
き
る
空
間

に
す
る
。

　

ま
た
、
８
階
は
資
料
収

集
や
文
章
作
成
な
ど
よ
り

集
中
し
た
作
業
を
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

い
く
つ
か
仕
切
り
の
あ
る

ブ
ー
ス
を
設
け
る
。
た
だ

し
、
出
入
口
は
扉
の
な
い

開
放
的
な
空
間
と
す
る
。

学
生
同
士
が
互
い
の
取
り

組
み
の
様
子
を
見
ら
れ
る

こ
と
で
、
刺
激
し
合
い
、

学
び
の
意
欲
が
高
ま
る
空
間
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

９
・
10
階
は
、
興
動
館
科
目

な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
対
応
し
た
小
教
室
を
配

置
。
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、

知的好奇心を刺激する「明徳館」

１
泊
２
日 

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

タ
ー
研
修
、
運
動
会
で
一
緒
に

汗
を
流
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
絆
を
深
め
た
２
日
間
は
、

同時に名誉博士号授与式も
　平成 26 年５月 29 日、広島国際
会議場において国際的に活躍するス
ポーツ関係者を広島に招へいし、ス
ポーツをテーマに講演する「第３回国
際スポーツサロン」を開催した。
　今回は、イタリアのスポーツ医学会
会長マウリツィオ・カザスコ氏による
講演が行われた。
　カザスコ氏は科学に基づいた指導
方法やドーピング問題に詳しく、ス
ポーツ医学会会長だけでなく、イタリ
アオリンピック委員会の理事を歴任。
またイタリアサッカー界との関わり
も深く、大学医学部卒業後、フィオレ

ンティーナやジェノバなどセリアＡ
の有名クラブでＧＭ (ゼネラルマネー
ジャー )を務め、三浦知良選手がジェ
ノバに移籍した際のＧＭでもある。ま
た2002年のワールドカップ日韓共同
開催にも大いに尽力された。
　このような功績のあるカザスコ氏
に対して、講演の開催と同時に広島経
済大学名誉博士号を贈呈した。
　なお、今回の国際スポーツサロンの
運営においてスポーツ経営学科学生
有志たちも積極的に携わり、座学では
味わうことのできない貴重な経験と
なった。

マウリツィオ・カザスコ氏

学
生
た
ち
に
と
っ
て
大
学
生
活

の
良
い
ス
タ
ー
ト
、
第
一
歩
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

平
成
26
年
度  

入
学
式
挙
行

ゼミの仲間と力を合わせてカッターを漕ぐ学生たち

　

４
月
１
日
、
平
成
26
年
度
入

学
式
が
本
学
の
石
田
記
念
体

育
館
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

た
。
経
済
学
部
６
６
３
名
（
経

済
学
科
２
４
５
名
、
経
営
学
科

２
５
８
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
59
名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
44
名
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
57
名
）
と
大
学
院
生
２

名
、
編
入
学
生
１
名
が
、
新

た
な
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　

式
で
は
、
前
川
功
一
学
長

よ
り
「
本
学
は
厳
し
い
教
育

を
行
う
一
方
、
頑
張
る
学
生

に
は
全
力
を
挙
げ
て
支
援
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
潜
在
的
な

可
能
性
と
適
性
を
発
見
し
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
教
職
員
は

み
な
さ
ん
に
広
島
経
済
大
学
に

入
学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

い
た
し
ま
す
」と
式
辞
が
あ
り
、

続
い
て
、
学
部
を
代
表
し
て
茶

藤
沙
紀
さ
ん
（
経
済
学
科
・
愛

媛
県
／
済
美
高
校
出
身
）
が
、

大
学
院
を
代
表
し
て
中
川
政
司

さ
ん
が
「
世
界
の
平
和
、
繁
栄

に
貢
献
し
得
る
人
物
と
な
る
べ

く
努
力
を
い
た
し
ま
す
」
な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
田
恒
夫
理
事

長
、
出
野
保
志
保
護
者
会
会
長

か
ら
、
新
入
生
及
び
保
護
者
の

方
々
へ
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
最
後
に
大
学
歌

を
斉
唱
し
、
厳
粛
裡
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

午
後
か
ら
は
、
各
学
科

に
分
か
れ
て
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
保
護
者
対
象
の
教
育

懇
談
会
や
施
設
見
学
ミ
ニ

ツ
ア
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

学
内
は
一
日
中
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

代表して宣誓する茶藤沙紀さん

建
設
に
向
け
、施
設
構
想
加
速

 

自
主
性
を
育
み
、よ
り
成
長
で
き
る
環
境
へ

  

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

  

来
年
度
実
施

　

本
学
で
は
、
こ
う
し
た
施
設

整
備
と
並
行
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
に
も
取
り
組
み
、
学
習

意
欲
の
高
い
学
生
が
よ
り
成
長

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

１
年
次
生
に
対
し
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
毎
朝
45
分
の
英
語
授
業

を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
日
本

と
世
界
の
文
化
や
歴
史
を
総
合

的
に
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト

の
視
点
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
専
門
科
目
だ
け
で
な
く
共

通
（
教
養
）
科
目
の
見
直
し
も

進
ん
で
い
る
。

　

学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

化
を
目
指
す
本
学
の
教
育
改
革

は
、
今
後
さ
ら
に
加
速
し
て
い

く
。

第3回

タ
イ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
の

空
き
時
間
な
ど
に
友
達
と
の
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
る
。
学
生
会
館（
リ
ブ
レ
）

と
直
結
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

移
動
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
。
ま

た
、
明
徳
館
の
カ
フ
ェ
中
央
部

分
に
は
吹
き
抜
け
の
階
段
を
設

け
、上
階
の「
学
び
」空
間
へ「
行

き
た
く
な
る
」
仕
掛
け
を
設
け

る
予
定
だ
。

　

自
由
闊
達
な

　

学
び
空
間
へ

　

６
～
10
階
は
、
学
生
の
自
主

的
な
学
び
を
促
進
す
る「
学
習
」

ス
ペ
ー
ス
。
６
階
に
は
、
現
在

２
号
館
３
階
に
あ
る
「
教
育
・

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
移
設

さ
れ
る
。
学
生
の
学
習
進
度
に

つ
い
て
個
別
相
談
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
や
、
文
章
読
解
・
作
成

能
力
の
向
上
を
目
指
す
「
日
本

語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」、

女
子
学
生
の
大
学
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
女
子
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
も
合
わ
せ
て

移
さ
れ
、
学
び
や
大
学
生
活
に

つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
充

実
し
た
環
境
が
整
え
ら
れ
る
予

定
だ
。

　

７
・
８
階
は
、学
生
が
グ
ル
ー

プ
学
習
に
自
主
的
に
取
り
組
め

る
ス
ペ
ー
ス
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
」
を
設
置
。
７
階
は

仕
切
り
の
な
い
フ
ロ
ア
に
可
動

仕
切
り
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
あ
る

こ
と
。
各
ク
ラ
ス
の
白
熱
す
る

授
業
の
様
子
を
感
じ
、
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
合
う
、
新
し
い

学
び
の
空
間
が
誕
生
す
る
予
定

だ
。

明徳館外観

4Ｆ学生同士の談話ができる「スチューデント・コモンズ (仮称 )」 5Ｆカフェ中央の吹き抜け

６Ｆ広々とした学習スペース 8Ｆグループ作業のため自由に仕切れる作業スペース
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平
成
26
年
６
月
25
日
、
国
土

交
通
省
観
光
庁
が
実
施
す
る

「
第
２
回
『
今
し
か
で
き
な
い

旅
が
あ
る
』
若
者
旅
行
を
応
援

す
る
取
り
組
み
表
彰
」
に
お
い

て
、
本
学
の
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
奨
励
賞
を
、「
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
賞
を
受
賞

し
た
。

　
「
若
旅
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の

曽
根
一
誠
さ
ん
（
経

営
学
科
４
年
・
広
島

県
／
廿
日
市
西
高
校

出
身
）
は
、「
昨
年

実
施
し
た
、
山
口
県

の
企
業
訪
問
と
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
旅

に
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
感
激
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
実

際
に
参
加
者
が
山
口
県
の
企
業

の
採
用
試
験
を
受
け
内
定
が
決

ま
る
な
ど
、
嬉
し
い
報
告
も
届

い
て
お
り
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

ま
た
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代

表
の
足
立
拓
矢
さ
ん
（
経
営
学

科
３
年
・
山
口
県
／
華
陵
高
校

出
身
）
は
、「
多
く
の
学
生
に

ス
タ
ジ
ア
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
、

観
戦
ツ
ア
ー
や
選
手
た
ち
と
の

交
流
企
画
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
王
国
・

広
島
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
発
展
に
今
後
も
貢
献
し
て
い

き
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の

活
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

広
島
県
の
補
助
事
業
「
平
成

26
年
度
大
学
連
携
に
よ
る
新
た

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
実

施
事
業
」
に
、
本
学
が
代
表
校

を
務
め
る
「『
国
際
協
力
・
貢

献
の
視
点
』
を
含
む
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
」が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
学
と

広
島
県
の
３
大
学
（
広
島
女
学

院
大
学
、
広
島
市
立
大
学
、
広

島
修
道
大
学
）
が
連
携
し
、
15

回
の
授
業
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

の
海
外
現
地
研
修
か
ら
構
成
さ

れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と

い
う
と
、
語
学
力
や
異
文
化
理

解
力
の
習
得
が
一
番
に
思
い
浮

か
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
の
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
き
抜
く
に
は
、「
国
際

協
力
・
貢
献
の
視
点
」
を
持
つ

こ
と
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
能
力
で
あ
る
。こ
の
授
業
は
、

こ
う
し
た
視
点
か
ら
経
済
活
動

と
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
講
す
る
。

　

全
15
回
の
授
業
で
は
、
世
界

を
視
野
に
活
躍
す
る
企
業
人
や

非
営
利
団
体
職
員
、
大
学
の

研
究
者
な
ど
13
名
を
講
師
に
招

き
、
貧
困
や
差
別
、
環
境
問
題

と
い
っ
た
国
際
社
会
の
諸
問
題

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を

元
に
お
話
を
伺
っ
た
。
ま
た
、

全
て
の
授
業
を
終
え
た
８
月
下

旬
に
は
約
１
週
間
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
大
学
で

の
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

多
く
の
学
生
が
、
国
際
社
会

　

人
間
社
会
は
こ
と
ご
と
く
、

技
術
的
側
面
と
組
織
的
側
面
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ

活
動
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

音
楽
部
で
あ
れ
ば
音
楽
、
楽
器

が
好
き
だ
か
ら
そ
の
部
に
参
加

し
て
い
る
。
楽
器
を
操
作
し
、

曲
を
奏
で
る
。
こ
れ
は
技
術
的

側
面
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
技

術
的
側
面
に
伴
う
、
そ
れ
に
適

す
る
組
織
的
運
営
が
不
可
欠

で
あ
る
。
演
奏
に
伴
う
編
成
で

あ
り
、
そ
の
部
全
体
の
運
営
も

あ
る
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
で

あ
れ
ば
、
技
術
や
戦
術
を
一
所

懸
命
に
練
習
し
、
試
合
に
向
か

う
。
こ
れ
は
技
術
的
側
面
で
あ

る
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
う

組
織
的
側
面
が
あ
る
。
そ
し
て

よ
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
た
め
に

は
日
常
的
な
ク
ラ
ブ
運
営
（
ク

ラ
ブ
ワ
ー
ク
）
が
決
定
的
だ
。

　

こ
れ
は
職
場
で
も
同
様
だ
。

部
署
の
違
い
は
技
術
的
側
面
が

異
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
た
組
織
が
必
要
だ
。
新
た

な
機
械
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
組

織
変
え
も
行
わ
れ
る
。

　

い
か
な
る
社
会
の
い
か
な
る

と
こ
ろ
で
も
、
こ
の
２
つ
の
側

面
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
２
つ
の
側
面
が
統
一
さ
れ

て
、社
会
が
構
成
さ
れ
る
。「
仕

事
が
で
き
る
、
で
き
な
い
」
は

技
術
的
側
面
の
こ
と
で
あ
る
。

現
代
日
本
の
競
争
社
会
で
は
主

に
こ
の
点
だ
け
が
強
調
さ
れ

て
、
組
織
的
側
面
で
あ
る
人
間

関
係
に
多
く
の
障
害
を
抱
え
て

い
る
。

　

こ
の
現
代
日
本
の
大
き
な
課

題
に
注
目
し
、
一
貫
し
て
警
告

を
発
し
て
き
た
映
画
監
督
が
い

る
。
山
田
洋
次
氏
だ
。
そ
の
代

表
作
の
『
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
』

や
脚
本
を
手
掛
け
た
『
釣
り
バ

カ
日
誌
』
を
は
じ
め
総
て
の
作

品
に
通
底
し
て
い
る
。
寅
さ
ん

や
浜
ち
ゃ
ん
は
、
仕
事
（
技
術

的
側
面
）
は
か
ら
っ
き
し
駄
目

で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
関
係

で
は
周
り
の
人
々
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
。
だ
か
ら
、
仕
事
に
追

わ
れ
、
人
間
関
係
に
疲
れ
て
い

る
日
本
人
一
般
に
は
、
寅
さ
ん

や
浜
ち
ゃ
ん
は
「
駄
目
な
奴
だ

な
あ
」
と
優
越
感
を
持
ち
な
が

ら
、
一
方
で
何
か
暖
か
さ
を
感

じ
て
「
ほ
っ
と
す
る
」。
自
分

の
周
辺
に
は
居
な
い
真
逆
の
人

間
が
そ
こ
に
居
る
。
そ
れ
を
見

て
癒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

基
本
路
線
は
氏
の
全
作
品
を
通

じ
て
変
わ
る
こ
と
は
無
い
。
こ

こ
に
「
文
明
批
評
家
と
し
て
の

山
田
洋
次
」
が
居
る
。

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

も
、
役
員
交
代
を
順
番
で
行
い

な
が
ら
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
し
か
し
、
自
分
の
番

が
回
っ
て
く
る
と
「
ク
ラ
ブ
を

辞
め
ま
す
」
と
い
う
人
が
結
構

多
い
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
会
な

ど
で
も
次
年
度
の
役
員
決
め
で

は
な
り
手
が
居
な
く
て
擦
っ
た

揉
ん
だ
す
る
。
こ
れ
ら
は
総
て

人
間
関
係
で
構
成
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
そ
こ
に
参
加

す
る
の
が
嫌
な
の
で

あ
る
。
日
常
、
自
分

た
ち
が
楽
し
く
、
あ

る
い
は
安
楽
に
過
ご

せ
る
の
も
役
員
た
ち

の
影
で
の
営
み
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
ら
な
い
の
で

あ
る
。
あ
る
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
部

長
（
キ
ャ
プ
テ
ン
）

が
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
た
。「
部
長

の
役
目
は
人
間
関
係

の
調
整
で
す
よ
。
い

ろ
い
ろ
と
揉
め
る
し
、

調
整
が
必
要
で
・・・
。

だ
か
ら
時
折
一
緒
に

飲
み
な
が
ら
愚
痴
を

「
人
間
関
係
の
す
す
め
」

女
子
学
生
歓
迎
会
開
催

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年

度
も
新
入
女
子
学
生
１
２
６
名

を
対
象
と
し
た
「
２
０
１
４
新

入
女
子
学
生
歓
迎
会
“
Ｗ
ｅ
ｌ

ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
”」
を

平
成
26
年
４
月
19
日
に
開
催
し

た
。

　

こ
の
会

は
、
本
学
女

子
学
生
が
、

学
科
・
学
年

を
越
え
た
人

間
関
係
を
構

築
し
、
大
学

生
活
を
豊
か

に
過
ご
す

き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
願

い
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

　

今
年
は
新

た
に
女
子
学

生
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
立

し
、
女
子
学

生
会
「
こ
ま

ち
会
」
を
立

ち
上
げ
た
最
初
の
年
で
、「
こ

ま
ち
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
や
わ
ら
か
な
春
の
日

差
し
の
下
、
新
入
女
子
学
生
42

名
が
参
加
し
た
。

　

先
輩
女
子
学
生
か
ら
は
履
修

の
仕
方
や
、
勉
学
へ
の
取
り
組

み
方
、
就
職
活
動
の
様
子
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
マ
ナ
ー
や
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

好
き
な
学
食
な
ど
、
実
体
験
を

も
と
に
リ
ア
ル
な
大
学
生
活
が

紹
介
さ
れ
た
。

広
島
県
補
助
事
業　

大
学
連
携
に
よ
る

　

新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

若旅促進プロジェクト

女
子
学
生
対
象
キ
ャ
リ
ア
科
目
開
講

社
会
で
輝
く
女
性
の
育
成
を
目
指
す

　

本
学
で
は
、
年
々
増
加
す
る

女
子
学
生
を
対
象
に
「
キ
ャ
ン

パ
ス
生
活
支
援
」
と
「
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」
の
２
つ
の
柱
を

中
心
と
し
た
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

２
０
１
４
年
度
よ
り
女
子
学
生

を
対
象
と
し
た
選
択
科
目
「
女

子
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
入
門　

凛
と
し
た
女
性
と

し
て
活
躍
す
る
た
め
の
自
分
磨

き
」
を
開
講
し
た
。

　

授
業
は
全
15
回
。
本
学
の
女

性
教
員
が
女
性
の
労
働
環
境
や

社
会
的
支
援
に
つ
い
て
自
身
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
話
す
ほ
か
、

現
役
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る

「
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
」
の

レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
元
キ
ャ
ビ
ン

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
教
え
る

「
お
も
て
な
し
の
精
神
」
や

「
立
ち
振
る
舞
い
と
第
一
印

象
」、書
道
家
が
教
え
る
「
お

礼
状
の
書
き
方
」
な
ど
も

実
施
。
働
く
う
え
で
身
に

つ
け
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー

や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

石
田
優
子
副
学
長
は
「
こ

の
科
目
は
、
就
職
を
目
指

す
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
学
び
で
す
」と
話
す
。「
学

生
に
は
、
女
性
が
働
く
社
会
的

環
境
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
の

な
か
で
活
躍
す
る
た
め
の
『
自

分
を
磨
く
方
法
』
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

授
業
を
通
し
て
自
分
自
身
の
生

き
方
を
考
え
る
な
か
で
、
大
学

生
活
を
ど
う
過
ご
す
べ
き
か
、

人
生
を
自
ら
選
択
す
る
た
め

に
、
い
ま
何
を
す
べ
き
か
が
見

新しい科目を受講する様子

100

     

円
朝
食

　

 

６
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

　

近
年
、
朝
食
を
摂
ら
な
い
若

者
が
増
え
て
き
て
い
る
。
本
学

の
健
康
調
査
で
も
「
朝
食
を

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」、「
週
に

３
、４
回
食
べ
る
」
と
回
答
し

た
学
生
が
半
数
近
く
に
の
ぼ

り
、
多
く
の
学
生
が
朝
食
を
毎

日
摂
取
し
て
い
な
い
と
い
う
結

果
を
受
け
、
学
生
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
と
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
を
目
的
に
１
０
０
円
朝

食
の
提
供
を
開
始
し
た
。

　

和
食
、
洋
食
い
ず
れ
も
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、

本
来
１
食
３
０
０
円
で
あ
る

が
、
保
護
者
会
が
２
０
０
円
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生

負
担
は
１
０
０
円
で
提
供
可
能

と
な
っ
た
。
提
供
場
所
は
食
堂

２
か
所
（
第
一
食
堂
、
ジ
ョ
イ

ア
）
と
売
店
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
）
の
計
３
か
所
。
初
日
は
３

か
所
を
合
わ
せ
て
58
食
の
販
売

で
あ
っ
た
が
、
１
か
月
も
過
ぎ

る
と
毎
日
１
５
０
食
以
上
ま
で

と
な
り
、
こ
れ
を
機
に
、
朝
食

を
摂
る
習
慣
が
身
に
付
き
、
学

習
成
果
に
つ
な
が
る
様
願
っ
て

い
る
。

100円朝食をほおばる学生たち

ケーキを食べながら話がはずむ女子学生たち

え
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
先
生
た
ち

の
貴
重
な
体
験
を
聞
き
、
自
分

の
生
き
方
に
つ
い
て
も
っ
と
深

く
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た
」、「
女
子
学
生
同
士
で

意
見
交
換
で
き
、
将
来
を
考
え

る
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
科
目
名

に
込
め
ら
れ
た
願
い
通
り
、
学

生
が
「
凛
と
し
た
女
性
と
し
て

社
会
で
活
躍
」
で
き
る
よ
う
、

本
学
は
今
後
も
多
様
な
支
援
を

女
子
学
生
に
提
供
し
て
い
く
。

の
諸
課
題
に
つ
い
て
適
切
に
考

え
る
力
と
行
動
力
を
培
い
、
経

済
活
動
の
循
環
を
創
出
で
き
る

人
材
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
庁
よ
り
２
部
門
受
賞

スポーツによる地域活性化プロジェクト

授業の様子

スポーツ経営学科　内海　和雄　教授

聞
い
て
や
る
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
ん
で
す
。」

　

そ
う
い
え
ば
、
日
本
の
教
育

で
は
、
例
え
ば
文
化
部
に
せ
よ

運
動
部
に
せ
よ
、
部
活
動
で
は

技
術
的
側
面
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
、
組
織
的
側
面
が
正
面
か
ら

指
導
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
技

術
的
側
面
に
付
随
し
た
も
の
を

知
ら
ず
の
う
ち
に
経
験
す
る
程

度
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
組
織
的
側
面
の
指

導
は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
の
重
要

な
一
環
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
今
の
大
学
教
育
に

と
っ
て
、
学
習
の
指
導
と
同
時

に
、
こ
の
組
織
的
側
面
に
焦
点

化
し
た
指
導
も
問
わ
れ
て
い
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

（
教
授　

21
世
紀
の
社
会
学
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
、
プ
ロ
・

ス
ポ
ー
ツ
論
、
プ
レ
ゼ
ミ
、

International Sport Affairs, 
Domestic Sports in Japan,

卒
業
研
究
Ⅰ
、
卒
業
研
究
Ⅱ
）
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◆企業会計のキャッシュフロー計算書に類似するもので、当該年度における支払資金
 　（現金預金）の収入・支出を勘定科目別に集計したものです

◆３月末現在の財産状況を明らかにしたものです

◆企業会計の損益計算書に類似するもので、収入超過や支出超過を明らかにし、
　当該年度の消費収入と消費支出の均衡状況を表したものです

単位：円 単位：円

単位：円単位：円

単位：円

平成25年度資金収支計算書

学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
 収入の部合計

3,263,385,000
60,690,794
3,636,000

354,532,102
354,273,000
259,102

202,629,633
3,539,854,335
35,479,450
41,438,823
455,758,000
119,070,963

△ 650,413,476
797,024,270
8,223,085,894

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

 支出の部合計

2,032,442,948
698,228,142
305,970,954
589,235,000
242,628,283
3,377,746,334
63,580,272

△ 45,235,350
958,489,311

8,223,085,894

科目 決算額 科目 決算額
収入の部 支出の部

貸借対照表（平成26年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　　うち土地
　　うち建物
　　うち教育研究用機器備品
　　うち図書
　その他の固定資産 
　　うち２号基本金引当資産
　　うち３号基本金引当資産
流動資産 
　　うち現金預金

資産の部合計

45,062,171,427
19,303,347,637
3,809,411,620
9,333,800,734
288,545,883
5,275,590,294
25,758,823,790
12,000,000,000
1,195,000,000
1,091,459,384
958,489,311

46,153,630,811

 固定負債
　退職給与引当金
 流動負債
　うち前受金
　　負債の部合計
　　　　　　  　基本金の部
第１号～第４号基本金
　  基本金の部合計
　　　　　　 消費収支差額の部
 翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差額の部合計
負債の部・基本金の部及び
消費収支差額の部合計

738,058,909
738,058,909
529,367,379
455,758,000
1,267,426,288

43,026,722,746
43,026,722,746

1,859,481,777
1,859,481,777

46,153,630,811

科目 平成25年度末 科目 平成25年度末
資産の部 負債の部

平成25年度消費収支計算書

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
 消費収入の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

3,263,385,000
60,690,794
4,402,783

354,532,102
354,273,000
259,102

202,629,633
499,999

35,479,450
41,438,823

3,963,058,584
△ 1,065,743,116
2,897,315,468
△ 906,050,090
2,765,531,867
1,859,481,777

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
徴収不能額

 消費支出の部合計

2,038,137,943
1,206,161,932
341,592,278
215,626,270
1,847,135

3,803,365,558

科目 決算額 科目 決算額
消費収入の部 消費支出の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産運用収入
資産売却収入 
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 収入の部合計

2,891,500,000
56,000,000
2,000,000

300,500,000
300,000,000
500,000

207,000,000
975,595,983
35,000,000
20,000,000
506,500,000
1,109,970,976
△ 465,758,000
958,489,311
6,596,798,270

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

 支出の部合計

2,164,600,000
778,000,000
304,400,000
1,398,700,000
116,000,000
1,200,000,000
48,435,350
105,000,000
△ 24,837,080
506,500,000

6,596,798,270

科目 予算額 科目 予算額
収入の部 支出の部

平成26年度消費収支予算書

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
 消費収入の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

2,891,500,000
56,000,000
4,000,000

300,500,000
300,000,000
500,000

207,000,000
35,000,000
20,000,000

3,514,000,000
△ 716,700,000
2,797,300,000

△ 1,129,400,000
1,859,481,777
730,081,777

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
予備費

 消費支出の部合計

2,185,600,000
1,341,500,000
341,600,000
3,000,000
55,000,000

3,926,700,000

科目 予算額 科目 予算額
消費収入の部 消費支出の部

帰属収入の構成比率 消費支出の構成比率 帰属収入の構成比率 消費支出の構成比率

平成26年度資金収支予算書

学生生徒等納付金
82%

手数料
2%

寄付金
0%

補助金
9%

資産運用収入
5%

資産売却差額
0%

事業収入
1%
雑収入
1%

学生生徒等納付金
82%

手数料
2%

寄付金
0%

補助金
8%

資産運用収入
6%

資産売却差額
0%

事業収入
1%
雑収入
1%

人件費
56%

管理経費　
9%

資産処分差額
0%

教育研究経費
35%

人件費
54%

管理経費　
9%

資産処分差額
6%

教育研究経費
32%

同窓会留学生奨学生決定
　広島経済大学同
窓会では、外国人留
学生支援にも力を入
れている。「同窓会
留学生奨学金」は毎
年１名に年額 50 万
円を支給。今年度は
中国出身の周静縁さ
ん（シュウ・セイエ
ン／経営学科３年）
に決定した。

〈周静縁さんの話〉
　私の夢は、医療機
器を販売する会社を
起業することです。
現在は、経営の専門知識に加えて日本語と英語の勉強にも力を
入れ、世界で通用するビジネスパーソンを目指しています。奨
学生に選んでいただいたことで、夢を目指す気持ちがさらに強
くなりました。いつか同窓会や大学に恩返しができるよう勉強
に励んでいきたいと思います。

報
告
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
役

員
・
顧
問
及
び
教
職
員
が
紹
介

さ
れ
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

が
提
案
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
学
生
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
と
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
朝
食
補

助
事
業
が
新
た
に
提
案
さ
れ
、

　

平
成
26
年
度

保
護
者
会
春
季

役
員
会
が
、
出
野

保
護
者
会
会
長

を
は
じ
め
67
人

の
出
席
の
も
と
、

５
月
28
日
広
島

ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
の

役
員
会
は
、
保
護

者
会
規
約
第
11

条
に
よ
り
、
保
護

者
会
総
会
の
代

行
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、

出
野
会
長
の
挨

拶
に
続
い
て
、
平

成
25
年
度
の
事

業
報
告
・
会
計
報

告
並
び
に
監
査

竹村同窓会長と笑顔で
握手する周さん (右 )

高
校
教
員
対
象  

大
学
説
明
会
開
催

平
成
26
年
度　

保
護
者
会
春
季
役
員
会

全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
学
事
報
告
と
し
て
、

前
川
学
長
（
名
誉
会
長
）
か
ら
、

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
、
女
子
学
生
支
援
体
制
、
休

退
学
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
梶

山
次
長
か
ら
平
成
25
年
度
就
職

率
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
、
役
員
会
を
終
了
し
た
。

　

役
員
会
終

了
後
の
新
旧

役
員
歓
送
迎

会
及
び
懇
親

会
で
は
、
新

役
員
・
顧
問

及
び
教
職
員

に
よ
る
意
見

交
換
が
活
発

に
な
さ
れ

た
。

　

本
学
で
は
、
今
年
度
も
高
等

学
校
教
員
対
象
の
大
学
説
明
会

を
、
本
学
会
場
を
は
じ
め
、
山

口
、
福
山
、
岡
山
、
松
江
、
松

山
会
場
に
お
い
て
開
催
。
合
わ

せ
て
87
校
91
名
に
ご
出
席
い
た

だ
い
た
。
本
学
会
場
に
お
い
て

は
説
明
会
後
、
図
書
館
や
メ

デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
見
学
会
も
実
施
し
た
。

　

説
明
会
は
、
前
川
功
一
学
長

の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
大

学
の
現
況
報
告
、
平
成
26
年
度

入
学
試
験
結
果
、
平
成
27
年
度

入
学
試
験
要
項
説
明
、
学
生
か

ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
レ

ポ
ー
ト
と
続
き
、
最
後
に
質
疑

応
答
及
び
会
終
了
後
に
個
別
相

談
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
入
学
試

験
で
の
合
格
最
低
点
の
引
き
上

げ
を
維
持
し
た
こ
と
や
、現
在
、

本
学
で
進
め
て
い
る
教
育
改
革

に
つ
い
て
な
ど
を
中
心
に
説
明

し
た
。

　

ま
た
、
学
生
か
ら
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

Ａ
Ｏ
入
試
で
入
学
し
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
所
属
し
た
向
田
ゆ
き
菜
さ
ん

（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４

年
・
広
島
県
／
広
島
国
際
学
院

高
校
出
身
）
が
、
興
動
館
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
通
し
て
自
分
自
身
が

大
き
く
成
長
し
た
こ
と
、
苦
労

し
た
こ
と
、
得
た
こ
と
な
ど
の

経
験
を
リ
ア
ル
に
語
っ
た
こ
と

で
、
具
体
的
な
学
生
の
成
長
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

出
席
さ
れ
た
先
生
方
は
、
入

試
や
就
職
状
況
、
大
学
の
現
況

報
告
な
ど
真
剣
な
様
子
で
耳
を

傾
け
、
ま
た
、
説
明
会
終
了

後
に
は
、
卒
業
し
た
教
え
子
た

ち
の
近
況
を
熱
心
に
聞
く
姿
も

あ
っ
た
。

挨拶をする出野保護者会会長
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渡辺　勇一

　

お
よ
そ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と

は
対
極
の
場
に
い
た
。
新
聞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
そ
れ
も
地

元
広
島
の
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
30

余
年
。

　

な
ら
ば
学
生
に
何
を
伝
え
る

か
。
ま
ず
は
新
聞
紙
面
に
目
を

凝
ら
し
、
取
材
現
場
に
も
出
向

き
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
身
近
に
受
け
止
め
て
も
ら

う
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
方
向
性
を

こ
う
定
め
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
ゼ
ミ

は
２
年
後
期
の
プ
レ
ゼ
ミ
、
３

年
の
卒
業
研
究
Ⅰ
、
４
年
の
卒

業
研
究
Ⅱ
と
続
く
。
着
任
し
た

２
０
１
２
年
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪

の
開
催
年
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
紙

面
を
早
速
、
プ
レ
ゼ
ミ
で
活
用

し
た
。「
報
道
が
手
厚
い
の
は

ど
の
競
技
か
」「
記
事
の
特
徴

は
何
か
」
と
、
み
ん
な
で
16
日

間
の
紙
面
と
格
闘
し
た
。
定
規

で
各
競
技
の
面
積
を
測
り
、
ハ

イ
ラ
イ
ト
記
事
の
内
容
を
比
較

し
た
。
報
道
量
は
①
サ
ッ
カ
ー

②
陸
上
③
柔
道
の
順
で
あ
っ

た
。記
事
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
家

族
」「
メ
ダ
ル
」「
悔
し
さ
」「
大

舞
台
」「
悲
願
」「
雪
辱
」
…
。

68

ど
の
競
技
に
も
共
通
し
、
何
と

型
に
は
ま
っ
た
表
現
で
あ
る
こ

と
か
。

　

次
年
度
、
３
年
に
進
ん
だ
学

生
た
ち
と
Ｊ
リ
ー
グ
会
場
に
足

を
運
ん
だ
。
観
戦
の
後
、
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
好
意
で
ア

ウ
ェ
ー
、
ホ
ー
ム
各
監
督
の
記

者
会
見
に
同
席
し
、「
ぶ
ら
下

が
り
」
の
取

材
現
場
を
見

学
し
た
。
後

日
、
一
般
紙
、

ス
ポ
ー
ツ
紙

の
各
紙
を
入

念
に
読
み
込

ん
だ
の
は
い

う
ま
で
も
な

い
。

　

２
年
目
の

プ
レ
ゼ
ミ
で

は
、
毎
年
１

月
に
広
島
で

あ
る
都
道
府

県
対
抗
男
子
駅
伝
を
題
材
に
、

全
国
の
地
方
紙
46
紙
の
地
元

チ
ー
ム
報
道
の
濃
淡
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。

　

秋
田
魁さ

き
が
け

新
報
、
北ほ

っ
こ
く國
新
聞
、

紀き

い伊
民
報
、
琉
球
新
報
な
ど
、

見
慣
れ
な
い
題
字
に
歓
声
が
挙

が
る
。
ち
な
み
に
秋
田
、石
川
、

和
歌
山
、
沖
縄
各
県
の
地
方
紙

だ
。
取
材
方
法
も
記
事
ス
タ
イ

ル
も
異
な
る
ロ
ー
カ
ル
紙
に
目

を
通
し
た
だ
け
で
も
貴
重
な
体

験
と
い
え
ま
い
か
。

　

ち
っ
と
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
少
し
で
も

新
聞
に
親
し
み
を
感
じ
て
く
れ

れ
ば
、
私
の
役
目
は
十
分
な
の

で
あ
る
。

（
教
授　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
論
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ

ア
論
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演

習
Ⅰ
・
Ⅱ
、
入
門
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
、

プ
レ
ゼ
ミ
、
卒
業
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
）

教材は日々の紙面

　書道が好きなメンバーが集っ
て、毎週水曜日に楽しく活動し
ています。日々の練習では、筆
の持ち方や姿勢、筆運びなどの
基本的な技術を磨くとともに、
硬筆・毛筆の両方の作品づくり
に取り組んでいます。書道の魅

力は、美しい文字が書けるようになることだけではありません。目の前の一筆
に全力を注ぐことで集中力が鍛えられます。週 1 回の練習が、自分を磨く大切
な時間になっています。
　もちろん、「広島県美術展」や「毎日書道展」、「全国書道展」などのコンクー
ルにも作品を出展しています。「第 55 回全国書道展」では特別奨励賞、「第 62
回全国書道展」では金賞を受賞しました。また、入学式に掲げる、新入生へのメッ
セージを書いた応援幕を作成したこともあります。何度も練習し、納得のいく
ものを書き上げることができたときの達成感は、忘れられません。
　今後も日々の練習を楽しみながら、コンクールに向けた作品づくりに取り組
んでいきます。また、新しい取り組みとして、音楽に合わせて書道をする「書
道パフォーマンス」にも挑戦してみたいと思っています。学内外のさまざまな
イベントで、多くの人に私たちのパフォーマンスを楽しんでもらい、書道の楽
しさを伝えていきたいと思います。
　書道に興味のある人、集中力を鍛えたい人、経験者・未経験者問わず大歓迎
です。奥深い書道の世界を一緒に楽しみましょう。

活動日・時間／毎週水曜日（16:30 ～ 19:00）
場所／本館 1 階 娯楽室周辺
活動内容／書道（毛筆・硬筆）の練習、コンクールへの作品出展

その一筆に
心を込める

書道愛好会

園・興動祭は「地域とのつながり
や交流によって 園地区を活性化さ
せる」ことを目的に、2006 年から
毎年開催しています。９回目を迎え
た今年は平成 26 年 11 月 23 日（日）
広島経済大学興動館において開催い
たします。ステージや屋台など、多
彩な催しをご用意して皆様のご来場
をお待ちしております。
詳細については本学 HP をご確認ください。
問い合わせ先：興動館

TEL 082-832-5010

第9回 園・興動祭 開催のお知らせ

平成 26 年 11 月１日（土）、２
日（日）、広島経済大学におい
て第 47 回経大祭を開催いたし
ます。経大祭のテーマのとおり、
ご来場くださるお客様、日頃か
らお世話になっている地域の皆様、大学祭を運営するにあたりご協力して頂
ける企業の皆様、経大祭の OB を含む卒業生の皆様、親身になってサポート
してくださる教職員の皆様、日々勉学に励み大学を活気づけてくれている在
学生、そして私たち第 47 期経大祭実行委員会が一つになって作り上げたい
という強い思いが込められています。
また例年とは一味違う新しいことに取り組み、さらに今年は学友会執行部を
はじめ体育局、文化局とも協力して大学祭を盛り上げたいと思い、「As one」
というテーマを掲げました。

第47回 経大祭開催のお知らせ

開催日：11月23日（日）

11/１（土）
２（日）

昨年の経大祭の様子

テーマ：「As one」←一体になって、全員一致

問い合わせ先：学務センター学生課　TEL.082-871-1003

　

今
年
創
部
し
た
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
は
、
人
工
芝
完
備
の

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
監
督

と
１
年
生
の
部
員
１
人
の
２
名

で
活
動
中
。
監
督
は
元
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
、
横
道
玲
香
さ
ん
が
務

め
る
。
週
６
日
の
練
習
に
精
力

的
に
取
り
組
み
、「
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
た
い
選
手
が
楽
し
ん
で

プ
レ
ー
で
き
る
環
境
を
作
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

◇　

◇　

◇

　

同
じ
く
今
年
創
部
し
た
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
石
田
記

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
、

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
創
部女子サッカー部練習の様子

サ
ー
ク
ル
戦
績

  

学
生
の
文
章
表
現
力
の

  

向
上
を
め
ざ
す

　

広
島
経
済
大
学
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
教
育
・
学
習
支
援
セ

ン
タ
ー
内
に
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、

６
月
23
日
よ
り
そ
の
運
用
を
開

始
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
年
次
生
に
開
講

日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始

さ
れ
て
い
る
「
日
本
語
文
章
表

現
」
科
目
が
平
成
25
年
度
よ
り

必
修
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

学
生
の
勉
学
支
援
を
目
的
と
し

て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
科
目
は
、
卒
業
要
件
単
位
と

し
て
単
位
修
得
が
義
務
付
け
ら

れ
、
授
業
評
価
が
Ｃ
評
価
（
60

点
）
以
上
に
加
え
、
公
益
財
団

法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

が
実
施
す
る
「
文
章

読
解
・
作
成
能
力
検

定
」（
以
下
、「
文
章

検
」）
３
級
に
合
格

す
る
こ
と
が
単
位
認

定
の
条
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

授
業
で
は
、
小
テ

ス
ト
、
意
見
文
作
成
、

各
種
の
課
題
が
課
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、

学
生
が
文
章
表
現
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
授
業
外
で
も
積
極

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
気
軽
に
支
援
を

受
け
る
場
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
学
術
的
文

章
（
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
な
ど
）

の
作
成
か
ら
提
出
ま
で
の
学

習
、
②
「
日
本
語
文
章
表
現
」

な
ど
文
章
表
現
科
目
の
学
習
、

③
授
業
の
予
習
・
復
習
、
研
究

に
必
要
な
日
本
語
の
習
得
の
た

め
の
学
習
、
④
ゼ
ミ
や
興
動
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ク
ラ
ブ
、サ
ー

ク
ル
な
ど
で
の
レ
ジ
ュ
メ
作
成

か
ら
発
表
ま
で
の
学
習
、
依
頼

状
・
お
礼
状
な
ど
の
手
紙
の
作

成
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
業

務
内
容
と
し
て
い
る
。

  

毎
日
、
学
生
が

  

意
見
文
作
成

  

な
ど
の
相
談
に

　

相
談
に
は
日
本
語
科
目
担
当

専
任
教
員
４
名
が
あ
た
っ
て
お

り
、
授
業
開
講
時
の
月
曜
日
か

ら
木
曜
日
の
う
ち
、
学
生
の
希

望
す
る
曜
日
の
４
限
に
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
毎
日

二
、三
人
以
上
の
学
生
が
相
談

に
訪
れ
て
お
り
、
意
見
文
の
作

成
、
課
題
、
お
礼
状
、
暑
中
見

舞
い
の
書
き
方
な
ど
の
支
援
を

受
け
て
い
る
。
学
習
相
談
を
担

当
す
る
教
養
教
育
部
の
重
野
裕

美
助
教
は
、「
文
章
表
現
力
を

磨
く
こ
と
は
、
社
会
で
活
躍
の

場
を
広
げ
る
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
学
生
を
全
力
で
支
援
し

て
い
く
の
で
、
積
極
的
に
活
用

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
る
。

　

前
期
に
「
日
本
語
文
章
表

現
」
科
目
を
受
講
し
た
１
年
次

生
が
10
月
24
日
に
初
め
て
「
文

章
検
」
を
受
検
す
る
。
そ
の
た

め
、
受
検
の
直
前
に
相
談
に
訪

れ
る
学
生
が
増
え
る
こ
と
を
予

想
し
て
お
り
、「
文
章
検
」
２

級
に
合
格
し
た
学
生
を
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

採
用
し
、
学
生
へ
の
支
援
に
あ

た
っ
て
も
ら
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

習
相
談
と
と
も
に
、「
文
章
検
」

３
級
・
準
２
級
・
２
級
の
対

策
講
座
を
受
講
料
無
料
で
開

講
す
る
。
当
面
は
、「
文
章
検
」

に
合
格
で
き
る
実
力
を
診
断

し
た
い
学
生
、
合
格
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
学
生
な
ど
を

対
象
に
「
文
章
検
」
が
実
施

さ
れ
る
10
月
に
「
文
章
検
」
対

策
講
座
を
３
週
間
に
わ
た
り

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

  

大
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い

  

文
章
表
現
力　

  

社
会
人
へ
の
第
一
歩

　

本
学
で
は
、「
日
本
語
文
章

表
現
」
の
単
位
を
修
得
し
た
学

生
が
、
さ
ら
に
受
講
で
き
る
日

本
語
科
目
と
し
て
「
文
章
表

現
演
習
」「
日
本
語
演
習
」
の

科
目
を
用
意
し
て
い
る
。「
文

章
表
現
演
習
」
は
、「
文
章
検
」

３
級
に
合
格
し
た
学
生
が
「
文

章
検
」
準
２
級
・
２
級
の
合
格

を
め
ざ
す
科
目
、「
日
本
語
演

習
」
は
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
な
ど

学
術
的
文
章
作
成
能
力
の
向
上

を
め
ざ
す
科
目
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
科
目
を
受
講
し
て

単
位
修
得
す
る
こ
と
で
大
学
生

に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
表
現
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
人

へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
将
来
社

会
の
中
堅
と
し
て
活
躍
す
る
素

地
を
固
め
る
も
の
で
あ
る
。
日

本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
う
し
た
文
章
表
現
力
の

向
上
を
求
め
る
学
生
の
オ
ア
シ

ス
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
。

硬
式
野
球
部　

２
季
ぶ
り
に
優
勝

13
回
目
の
全
日
本
大
学
選
手
権
出
場

　

平
成
26
年
５
月
25
日
、
近
大

工
球
場
に
お
い
て
広
島
六
大
学

野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
が
行
わ

れ
、
本
学
が
近
畿
大
学
工
学
部

を
４
︱
３
で
下
し
４
季
ぶ
り
24

度
目
の
優
勝
を
飾
り
、
13
度
目

の
全
日
本
大
学
選
手
権
出
場
を

果
た
し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
10
日
に
東
京

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
全
日
本
大

学
選
手
権
で
は
、
初
戦
突
破
を

め
ざ
し
九
州
産
業
大
学（
福
岡
）

サンフレッチェ広島の試合を観戦するゼミ生

広島六大学野球春季リーグ戦で
優勝し歓喜する選手たち

日本語文章表現の授業で学生に指導する重野助教

女子ハンドボール部練習の様子

念
体
育
館
で
週
５
日
17
時
～
20

時
ま
で
練
習
を
し
て
い
る
。
現

在
、
部
員
は
６
名
で
活
動
中
。

初
参
加
と
な
る
２
部
リ
ー
グ
突

破
を
目
指
し
て
日
々
頑
張
っ
て

い
る
。

ライティングセンター利用の様子

○
硬
式
野
球
部

▽
第
63
回
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会
出
場

○
陸
上
競
技
部

▽
第
48
回
織
田
幹
雄
記
念
国
際

陸
上
競
技
大
会
出
場
＝
【
男
子

５
０
０
０
㍍
】
土
居
森
諒
（
37

位
）

▽
２
０
１
４
日
本
学
生
陸
上
競

技
個
人
選
手
権
大
会
出
場
＝

【
女
子
１
０
０
㍍
】
松
尾
紗
也

可
【
男
子
走
幅
跳
】
藤
原
駿
也

（
３
位
）【
男
子
５
０
０
０
㍍
】

土
居
森
諒

と
対
戦
。
延
長
11
回
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
の
末
、
粘
り
強
く
戦
っ

た
も
の
の
残
念
な
が
ら
０
︱
１

で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
し
た
。

表彰台に立つ
藤原駿也選手

陸
上
競
技
部　

藤
原
駿
也
選
手

が
３
位
入
賞
！

　

陸
上
競
技
部
の
経
済
学
科

２
年
藤
原
駿
也
選
手
（
岡
山

県
・
倉
敷
工
業
高
校
出
身
）
が

６
月
20
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
４
日
本
学
生
陸
上
競

技
個
人
選
手
権
大
会
」
男
子
走

幅
跳
に
お
い
て
３
位
に
入
賞
し

た
。
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平
成
26
年
度
広
島
経
済
大
学

学
生
表
彰
受
賞
者
及
び
石
田
学

園
各
種
奨
学
生
が
決
定
し
た
。

今
年
度
は
、
23
名
の
学
生
が
対

象
者
と
な
っ
た
。
決
定
し
た
受

賞
者
、奨
学
生
は
次
の
と
お
り
。

●
広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰
受

賞
者
（
３
名
）

学
部
の
２
～
４
年
次
生
に
お
い

て
、
前
年
度
１
年
間
に
40
単
位

以
上
修
得
し
た
者
の
中
で
の
学

業
成
績
の
順
位
が
各
学
年
で
第

１
位
の
者
。

松
浦
公
輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
４
年
）・
臼
井
千
晶
（
メ
デ
ィ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）・
松

本
麻
希
（
経
営
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
業
奨
学
生
（
13

名
）

学
業
成
績
、
人
物
と
も
に
優
秀

な
学
生
に
対
し
て
支
給
。

松
﨑
将
悟
（
経
営
学
科
４
年
）・

山
内
智
美
（
経
営
学
科
３
年
）・

第１回就職ガイダンスの様子

平成26年度
（後期） 広島経済大学
特別客員教授による教養特別講義日程

講義統一テーマ　「主体的に生きるために」
　学生に実社会を学んでもらうとともに、開かれた大学づくりの一環として開講している
「教養特別講義」は、一般の方々にも公開しています（定員250名）。企業のトップをはじめ、
文化・芸能分野などで活躍されている方々に各専門分野について講義していただきます。
　詳しくは8月24日以降、本学のwebサイトにてご案内します。

プ
ロ
野
球
解
説
者

衣キ
ヌ
ガ
サ笠 

祥サ
チ
オ雄 

氏

「
野
球
か
ら
学
び
、
教
え
ら

れ
た
こ
と
。」

平
成
26
年
10
月
２
日

第
１
回	

平
成
26
年
10
月
９
日

第
２
回	

国
連
訓
練
調
査
研
究
所
（
ユ
ニ

タ
ー
ル
）
広
島
事
務
所　

所
長

隈ク
マ
モ
ト元 

美ミ
ホ
コ

穂
子 

氏

「
国
連
で
働
く
事
と
は
？

広
島
拠
点
の
平
和
活
動
」

平
成
26
年
10
月
23
日

第
３
回	

平
成
26
年
10
月
30
日

第
４
回	

平
成
26
年
11
月
６
日

第
５
回	

日
本
銀
行　

名
古
屋
支
店
長

『
お
金
と
日
本
経
済
』

平
成
26
年
11
月
13
日

第
６
回	

僧
侶
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

川カ
ワ
ム
ラ村 

妙ミ
ョ
ウ
ケ
イ慶 

氏

皆
ち
が
っ
て
い
い
、
ち
が

い
を
認
め
る
世
界
の
発
見

平
成
26
年
12
月
４
日

第
９
回	

ひ
ろ
し
ま
通
訳
・
ガ
イ
ド
協
会

会
長
、
通
訳
案
内
士

古フ
ル
タ
ニ谷 

章ア
キ
コ子 

氏

「
日
本
の
こ
こ
が
面
白
い
」　

―

訪
日
国
際
客
の
視
点
か
ら―

平
成
26
年
12
月
11
日

第
10
回	

平
成
26
年
12
月
18
日

第
11
回	

能
楽
師

大オ
オ
シ
マ島 

衣キ
ヌ
エ恵 

氏

次
代
に
伝
え
た
い　

能
の
花

平
成
26
年
12
月
25
日

第
12
回	

詩
人

ア
ー
サ
ー 

ビ
ナ
ー
ド 

氏

お
め
で
た
い
ニ
ッ
ポ
ン
に

春
は
来
る
の
か
？

平
成
27
年
１
月
８
日

第
13
回	

広
島
県
指
定
無
形
文
化
財
技
術

保
持
者
・
日
本
工
芸
会
正
会
員

金キ
ン
ジ
ョ
ウ城 

一イ
ッ
コ
ク
サ
イ

国
斎 

氏

「
現
代
社
会
に
お
け
る
伝
統

文
化
の
今
」

平
成
27
年
１
月
15
日

第
14
回	

平
成
26
年
11
月
20
日

第
７
回	

関
西
演
芸
協
会
会
長
、上
方
落
語

協
会
理
事
、日
本
手
話
落
語
協
会

会
長

「
手
話
に
た
ず
さ
わ
っ
て
変

わ
っ
た
私
の
人
生
」

平
成
26
年
11
月
27
日

第
８
回	

デ
リ
カ
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

細ホ
ソ
カ
ワ川  

匡タ
ダ
シ 

氏

未
熟
者
の
体
験
に
学
ぶ

「
考
え
る
ヒ
ン
ト
」

茶
道
上
田
宗
箇
流
家
元

上ウ
エ
ダ田 

宗ソ
ウ
ケ
イ冏 

氏

人
間
は
永
遠
に
成
長
す
る

広
島
県
立
美
術
館　

館
長

「
夏
目
漱
石
と
美
術
の
世
界
」

翻
訳
家
、
政
治
・
経
済
評
論
家

徳ト
ク
ガ
ワ川 

家イ
エ
ヒ
ロ広 

氏

未
定

中
国
新
聞
社

客
員
特
別
編
集
委
員

田タ
シ
ロ城  

明ア
キ
ラ 

氏

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
持
つ
意
味

と
被
爆
地
で
学
ぶ
若
者
の

役
割

桂カ
ツ
ラ 

福フ
ク
ダ
ン
ジ

団
治 

氏

越オ
チ智 

裕ユ
ウ
ジ
ロ
ウ

二
郎 

氏

梅ウ
メ
モ
リ森  

徹ト
オ
ル 

氏

　

平
成
26
年
度
卒
業
生
（
現
４

年
生
）
の
就
職
内
定
報
告
が

続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
７

月
22
日
時
点
の
集
計
デ
ー
タ
に

お
い
て
も
、
昨
年
度
同
時
期
の

就
職
内
定
率
を
４
・
７
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
好
調
な
出
足
と
な
っ

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
学
生
の

就
職
へ
の
意
欲
が
よ
り
高
く
、

早
期
に
就
職
活
動
に
取
り
組
む

学
生
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
特

長
だ
。

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の

「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の

倫
理
憲
章
」の
見
直
し
に
よ
り
、

企
業
の
新
卒
採
用
に
関
す
る
広

報
活
動
の
開
始
時
期
が
変
更
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
24
年
度
卒

業
生
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
の
学
生
た
ち
に
も
就
職
活

動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
準
備
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
続
け
て
き
た
。

彼
ら
の
就
職
に
対
す
る
さ
ら
な

る
意
識
向
上
を
目
指
し
、
本
学

で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
き
め
細
か
な
就
職
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

就
職
支
援
の

　
「
志
」

　

本
学
の
就
職
支
援
の
特
長

は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員

と
ゼ
ミ
教
員
と
の
強
力
な
連
携

体
制
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
担
当
ゼ
ミ
を
決
め
、
各
ゼ
ミ

の
担
当
教
員
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
生
の
個
別
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　

ウ
ェ
ブ
上
で
本
学
の
学
生
へ

の
求
人
情
報
を
閲
覧
で
き
る
就

職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ｏ
ｂ　

Ｈ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ジ
ョ
ブ
ハ
ン

タ
ー
）
３
」
と
教
職
員
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ

と
で
、
職
員
と
ゼ
ミ
担
当
教
員

が
学
生
の
就
職
活
動
の
取
り
組

み
状
況
を
共
有
で
き
る
こ
と

も
、
充
実
し
た
就
職
支
援
の
秘

訣
と
言
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
就
職
の
意

思
を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
活
動
の
ス
タ
ー
ト
が
遅

れ
て
い
る
学
生
に
は
、
個
別
に

メ
ー
ル
や
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
。
ま
た
、
採
用
選
考
が

進
ん
で
い
る
学
生
に
対
し
て

は
、
模
擬
面
接
な
ど
今
の
ス

テ
ッ
プ
に
合
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　

こ
う
し
た
学
生
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」

の
就
職
支
援
が
、
学
生
の
希
望

の
進
路
実
現
の
た
め
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
と
の

　

信
頼
関
係

　

中
四
国
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
本
学
で
は
、
地

元
企
業
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

企
業
が
ど
ん
な
人
材
を
求
め
て

い
る
の
か
、
企
業
訪
問
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
か
ら

の
就
職
者
デ
ー
タ
か
ら
徹
底
的

に
分
析
を
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
学
業
成
績
の
優
秀

な
学
生
ば
か
り
が
就
職
で
き
る

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
大
企
業
で

は
、近
年
は
学
業
の
み
な
ら
ず
、

課
外
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組

平
成
26
年
度

就
職
支
援
の
現
況

平成26年度 広島経済大学公開講座

地域が元気!
　広島は気候が温暖で人情も厚く暮らしやすい場所として定評があります。
　私たちはそのような自然環境を認識し、暮らしに活用しているでしょうか。
　今回、本学は「地域が元気」というテーマで、その研究者二人の知識・情報を提供しま
す。まず、発想の転換から地域の底力が発揮される仕組みの実態をご紹介します。また、自
分たちの土地が生み出すものと人間との相互関係を考え、「道の駅」にも見られる「地産地
消」の暮らしを考えます。そして広島県が瀬戸内を巻き込んだ構想「瀬戸内しまのわ2014」
を知ることで、身近な地域を広くつなげてゆくことを今回の講座の目標とします。

シティカレッジ 9月1日（月）受付開始

第1回
10/28(火)

今起きていることこれから起きること
講師　藤谷　則夫（教　授）

第2回
11/ 4(火)

まちの中核を何にするか
講師　藤谷　則夫（教　授）

第3回
11/11(火)

コミュニティビジネス
講師　藤谷　則夫（教　授）

第4回
11/18(火)

道の駅や農産物直売所での地産地消によって
地域農業を元気に 講師　山本　公平（准教授）

第5回
11/25(火)

アートやスポーツによって離島を元気に
講師　山本　公平（准教授）

テーマ

●時間／18：00～19：30（開場17：30）
●会場／広島市まちづくり市民交流プラザ　北棟6階マルチメディアスタジオ
　　　　〒730-0036 広島市中区袋町6-36
●申込手順
手順1. 講座を受けるためには受講証が必要です。教育ネットワーク中国に登録の手続きを

してください。詳しくはhttp://www.enica.jp/hiroshima/index.htmlを参照して
ください。
または教育ネットワーク中国「ひろしまカレッジ事務局」にお問い合わせください。
〒730-0803 広島市中区広瀬北町9-3（広島修道大学インターナショナルハウス内）
教育ネットワーク中国　「ひろしまカレッジ事務局」TEL（082）533-7591
※なお、すでに受講証をお持ちの方は、再度、登録の手続きの必要はありません。

手順2. 受講証の手続きが終わった方、または、すでに受講証をお持ちの方は、電話、ファッ
クス、来所にて、①希望講座もしくは大学名　②氏名（ふりがな）③住所　④連絡先
（電話番号・ファックス番号等）を以下の【申込先】にお知らせください。
※郵送（はがき等）による申し込みは受け付けておりません。

●申込先／（財）広島市未来都市創造財団　ひと・まちネットワーク部 管理課
　　　　　〒730-0036 広島市中区袋町6-36（広島市まちづくり市民交流プラザ北棟5階）
　　　　　Tel(082)541-5335  Fax(082)541-5611
　　　　　※先着順、定員になり次第締め切らせていただきます。
●受付時間／月～金（祝日を除く）8：30から17：15まで（来所の場合は9：30から）
※個人情報については、大学・教育ネットワーク中国と共有しますが、事業運営以外の目的には
使用しません。

参加無料
定員100名

学生表彰、奨学生

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰
受
賞
者

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

平成
26年度

決
定

境
悠
貴
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

学
科
３
年
）・
後
藤
翼
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３

年
）・
山
上
翔
太
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
３
年
）・
松
本

真
由
子
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
３
年
）・
冨
岡
大
地
（
経

済
学
科
２
年
）・
山
岡
慶
大

（
経
済
学
科
２
年
）・
坂
根

大
貴
（
経
営
学
科
２
年
）・

大
木
浩
輔
（
経
営
学
科
２

年
）・
川
原
一
馬
（
経
営
学

科
２
年
）・
上
野
桃
子
（
メ
デ
ィ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）・
近

藤
涼
太
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

２
年
）

●
石
田
学
園
ア
ク
テ
ィ
ブ
奨
学

生
（
７
名
）

誠
実
に
学
生
生
活
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
様
々
な
分
野
で
若

者
ら
し
く
積
極
的
に
活
動
を
行

い
、
本
学
学
生
の
模
範
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
学
生
に
対
し
て
、

活
動
支
援
の
た
め
に
支
給
。

片
田
麻
由
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
４
年
）
＝
応
援
団
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
と
し
て
学

内
外
で
の
活
動
（
部
長
）・
金

本
悠
介
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
３
年
）
＝
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
活
動
（
副
リ
ー
ダ
ー
）、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委

員
と
し
て
の
活
動
（
副
リ
ー

み
、
失
敗
を
乗
り
越
え
た
経
験

な
ど
を
有
す
る
、
勉
強
＋
α
の

力
を
備
え
た
人
材
が
採
用
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。

　

教
職
員
の
連
携
に
よ
る
学
生

サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
企
業

の
求
め
る
人
材
像
に
つ
い

て
の
分
析
を
さ
ら
に
強
化

し
、
学
生
の
希
望
す
る
進

路
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

ダ
ー
）・
今
本
千
晶
（
メ
デ
ィ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）
＝
サ

ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
出
版
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動
（
リ
ー

ダ
ー
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
実
行
委
員
の
活
動
（
リ
ー

ダ
ー
）、
広
島
経
済
大
学
女
子

学
生
会
の
活
動
（
会
長
）・
間

紘
佑
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
３
年
）
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
同
好
会
で
の

活
動
（
部
長
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

活
動
（
副
リ
ー
ダ
ー
）・
今
原

佳
南
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
３
年
）
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活

動
（
リ
ー
ダ
ー
）、
広
島
経
済

大
学
女
子
学
生
会
の
活
動
（
副

会
長
）・
矢
上
永
恵
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
３
年
）
＝
広
島
経

済
大
学
カ
ッ
プ
学
生
実
行
委
員

会
で
の
活
動
（
１
年
次
会
長
）、

学
科
イ
ベ
ン
ト
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
活
動
、
中
学
校
で

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
チ
・
岡
野
耕
兵（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局

運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動

（
副
リ
ー
ダ
ー
）、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
会
興
動

館　

広
報
担
当
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募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅰ期＝平成26年8月4日（月）～8月18日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成27年1月21日（水）～2月10日（火）【締切日消印有効】
Ⅰ期＝平成26年9月2日（火）･3日（水）
Ⅱ期＝平成27年2月19日（木）･20日（金）
Ⅰ期＝平成26年9月9日（火）午前10時
Ⅱ期＝平成27年2月25日（水）午前10時

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程［研究者養成コース・経済学専修
コース］10名（外国人留学生・社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指
定校推薦を含む）　注）Ⅰ期での研究者養成コースの募集は国外受験者のみ

募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅰ期＝平成26年8月4日（月）～8月18日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成27年1月21日（水）～2月10日（火）【締切日消印有効】
Ⅰ期＝平成26年9月3日（水）
Ⅱ期＝平成27年2月20日（金）

Ⅰ期＝平成26年9月9日（火）午前10時
Ⅱ期＝平成27年2月25日（水）午前10時

［社会人特別選抜］
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程［経済学専修コース］若干名（外国人留学生を含む）

各年次3名程度（外国人留学生を含む）募集人員
出願期間
選 考 日
合格発表

平成27年1月27日（火）～2月5日（木）

平成27年3月3日（火）

[学内特別選抜]（学部との５年プログラム試験）

３
年
次 平成27年2月26日（木）

経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程［研究者養成コース］3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）募集人員

出願期間
試 験 日

平成27年1月21日（水）～2月10日（火） 【締切日消印有効】
平成27年2月19日（木）

■大学院　博士課程後期課程

合格発表 平成27年2月25日（水）午前10時

募集人員

合格発表

全体説明・
一次面談期間

二次面談期間
願書受付期間

平成26年9月25日（木）～9月30日（火）

平成26年10月9日（木）午後5時

平成26年8月29日（金）～9月10日（水）【締切日消印有効】

エントリー期間 平成26年6月15日（日）～8月24日（日）

平成26年7月26日（土）、7月27日（日）、
7月29日（火）、7月31日（木）、8月24日（日）

■学部　AO入学試験
経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科20名

※編入学試験を希望する者は、入試課（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　編入学試験

出願期間
試 験 日

平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】

平成27年3月9日（月）

募集人員

合格発表 平成27年3月13日（金）午後3時

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成27年3月9日（月）
合格発表 平成27年3月13日（金）午後3時

※社会人入学試験を希望する者は、入試課（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成26年12月8日（月）～12月24日（水）【締切日必着】
平成27年1月4日（日）

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　6名

※複数学科併願制　1回の受験で3学科まで出願できます。
合格発表 平成27年1月8日（木）午後5時

■学部　外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期）

合格発表

試 験 日 Ⅰ期＝平成27年2月4日（水）／Ⅱ期＝平成27年3月10日（火）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

出願期間 Ⅰ期＝平成27年1月13日（火）～1月26日（月）【締切日必着】
Ⅱ期＝平成27年2月4日（土）～2月20日（金）【締切日必着】

Ⅰ期＝平成27年2月13日（金）午後5時
Ⅱ期＝平成27年3月13日（金）午後5時

募集人員

出願期間
試 験 日

平成26年11月1日（土）～11月7日（金）【締切日消印有効】

平成26年11月19日（水）

合格発表 平成26年11月27日（木）午後5時

■学部　特別推薦入学試験（スポーツ、特定資格、文化・社会、海外経験分野）
経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・スポー

ツ経営学科（スポーツ分野35名､特定資格分野15名、文化･社会分野
10名、海外経験分野2名）※スポーツ経営学科はスポーツ分野のみ募集

■学部　一般公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成26年11月1日（土）～11月7日（金）【締切日消印有効】

平成26年11月19日（水）

募集人員

合格発表 平成26年11月27日（木）午後5時

経済学部／経済学科55名・経営学科50名・ビジネス情報学科10名・
 メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科10名

※３学科併願制　１回の受験で３学科まで出願することが可能です。

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（1期・2期・3期）

出願期間
試 験 日
合格発表
出願期間
試 験 日
合格発表

1期

2期

平成26年11月1日（土）～11月7日（金）【締切日消印有効】
平成26年11月19日（水）

平成26年11月27日（木）午後5時
平成27年1月5日（月）～1月22日（木）【締切日消印有効】
平成27年2月6日(金)
平成27年2月13日（金）午後3時

平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】
平成27年3月9日(月)
平成27年3月13日（金）午後3時

募集人員

出願期間
試 験 日
合格発表

3期

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジ
ネス学科・スポーツ経営学科　若干名

入試課

平成27年度

学生募集要項

■学部　入試センター入学試験（1期・2期）

出願期間
合格発表

募集人員

出願期間
合格発表

1期

2期

平成27年1月5日（月）～1月30日（金）【締切日消印有効】
平成27年2月13日（金）午後3時

平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】
平成27年3月13日（金）午後3時

募集人員 経済学部／経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、
メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科5名

経済学部／経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス学科5名

※複数学科併願制　1回の受験で1期は5学科、2期は4学科まで出願できます。

■学部　一般入学試験（1期・2期）

募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成27年2月6日（金）・7日（土）
平成27年1月5日（月）～1月22日（木）【締切日消印有効】

平成27年2月13日（金）午後3時

経済学部／経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成27年3月9日（月）
平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】

平成27年3月13日（金）午後3時

経済学部／経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス5名、スポーツ経営学科5名

1期

2期

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できま
す。両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。
※商業学科等優先選抜枠を設置。（経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科５名、メディアビジネス学科５名）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで配信して
います。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学および学生たちの
ことを知る一助にしていただければと思います。保護者のみなさまの多数の
ご登録をお待ちしております。

【配信内容】
・今月の行事
・先月のNEWS&TOPICS
・クラブ＆サークル 
・HUE知っ得情報 など

【登録は広島経済大学ホームページから】
広島経済大学 検索
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。

　

平
成
２
年
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月
本
学
教
授

（
客
員
）
に
就
任
。
平
成
９
年

３
月
31
日
に
退
任
さ
れ
、
本

学
の
名
誉
教
授
と
な
る
。

Johnson, Samuel, 1709-1784
  A dictionary of the English language: in which the words 
      are deduced from their originals, and illustrated in their 
      different significations by examples from the best writers. …

  London : W. Strahan, and Others,  1755  2 Vols. ; 42cm

ジョンソン「英語辞典」初版　２巻
1755 年　ロンドン刊

　ジョンソンはイギリスの詩人であり、作家。父親が書店を営んでいたた
め、子どもの頃から本を手当り次第に読みながら育ち、豊かな知識と教養
を身につけていった。幼少期から秀でた学業の才能を現すものの、進学し
たオックスフォード大学を経済的な理由により中退している。能力を発揮
する仕事になかなか恵まれなかったジョンソンだったが、次第にその並外
れた実力が知られるようになり、この「英語辞典」を編纂する機会を得た。
　本書は 1755 年に出版された初版で、二折版２巻からなる。全部で約 2,300
ページ、約 42,000 語以上の単語を収録する巨大な辞典であるが、ジョンソ
ンは約９年をかけてほとんど独力で完成させるという偉業を成し遂げた。
また、シェイクスピアなどの一流作家の作品を「引用」することで、単語
の用法を説明し定義付ける手法を初めて取り入れ、後の辞書編纂に多大な
影響を与えた。活字文化の急速な発展にともない、英語の意味や用法、綴
りや発音が混乱していたイギリス社会で、本書は初めての本格的な英語辞
典として大きな話題となった。初版は富裕層以外には手が届かないほど高
価だったが、その後、購入しやすい価格の簡略本が出版されたことで、世
界中に広く流通し、大ベストセラーとなった。

訃　

報

全力で、学ぶ君を応援する全力で、学ぶ君を応援する全力で、学ぶ君を応援する第4回第4回第4回

オープンキャンパス開催！オープンキャンパス開催！オープンキャンパス開催！
学科別模擬授業、女子限定「女子カフェ」、
入試説明会のほか、特別プログラム「先輩
の声を聞こう！！」などさまざまなイベン
トを用意し、みなさまのおこしをお待ちし
ております。

8月24日日
10：30～ 15：30

無料送迎バス運行

　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号
は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 
各自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、
地域経済研究所まで来てください。

学生の皆さんへ

◆広島経済大学経済研究論集　第37巻第1号（2014年6月）
【論　説】
　リーグクラブの財務健全化への施策
　―クラブライセンス制度の功罪― 永田　　靖（教　授）
サミュエルソンの２つの保存則を生成する
　フォン・ノイマン型経済成長モデルの一般化 三村　文武（教　授）
K-medoids法を用いたシェアリングを含む
　遺伝的アルゴリズムによる0-1計画法 丹羽　啓一（准教授）
【研究集会報告】
HRMが従業員に及ぼす影響
　―製造業Y社の事例から― 櫻井　雅充（助　教）
◆広島経済大学研究論集　第37巻第1号（2014年6月）
【論　説】
コーポレート・コミュニケーションの新時代へ
　―21世紀のパブリック・リレーションズの展望― 松井　一洋（教　授）
中学校進路指導の視点から見た
　高等学校教育の現状に関する研究（Ⅲ） 餅川　正雄（教　授）
【調　査】
Work-life Balance and Japanese Husbands’ Participation in Housework
　and Child Care before and during Pregnancy Roger L. Reinoos（准教授）
 新川　治子（広島国際大学准教授）
【研究集会報告】
ことばを記述するとは ―北琉球奄美大島浦方言を中心として―
 重野　裕美（助　教）

◆広島経済大学地域経済研究所報告書 共同研究11-Ａ
「スポーツを活用した地域活性化に関する考察」（2014年1月）
 柾本　伸悦（准教授）
 永田　　靖（教　授）　松本　耕二（准教授）
 山本　公平（准教授）　渡辺　泰弘（助　教）


